
電子車検証では、二次元コード２と二次元コード３を印字する。印字位置は下記のイメージの通り。
二次元コード２および二次元コード３に格納されている情報を別紙１（二次元コード２）および別紙２（二次元コード
３）に示す。

二次元コードについて（電子車検証）

二次元コード（電子車検証）

二次元コード２二次元コード３



車検証閲覧アプリ（スマートフォン／PC）では、二次元コード２と二次元コード３を画面上に表示する。表示イメージは以
下の通り。二次元コード２および二次元コード３に格納されている情報を別紙１（二次元コード２）および別紙２（二次
元コード３）に示す。

二次元コードについて（車検証閲覧アプリ）

二次元コード（車検証閲覧アプリ）

二次元コード２ 二次元コード３

二次元コード３

二次元コード２

車検証閲覧アプリ（PC）

車検証閲覧アプリ（スマートフォン）



自動車検査証記録事項（帳票／PDF）では、二次元コード２と二次元コード３を印字する。印字イメージは以下の通り。
二次元コード２および二次元コード３に格納されている情報を別紙１（二次元コード２）および別紙２（二次元コード
３）に示す。

二次元コードについて（自動車検査証記録事項）

二次元コード（自動車検査証記録事項）

自動車検査証記録事項（帳票／PDF）Aタイプ 自動車検査証記録事項（帳票／PDF）Bタイプ

二次元コード３ 二次元コード２
二次元コード３ 二次元コード２



電子車検証および車検証閲覧アプリ（スマートフォン／PC）、自動車検査証記録事項（帳票／PDF）で使用する二
次元コード２と二次元コード３の印字形式は以下の通り。

二次元コード形式

二次元コード形式（印字形式）

コード名称 コード分割数 誤り訂正率 バージョン番号 区切り文字

二次元コード２ ２ QまたはM
（25％または15％）

3
（セル数 29×29））

/
（半角スラッシュ）

二次元コード３ ３ QまたはM
（25％または15％）

3
（セル数 29×29））

/
（半角スラッシュ）
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凡例　△：全角ブランク　▲：半角ブランク　－：状態無関係

1 バージョン情報 半角 固定 1 バージョン情報を設定する。 　2

2 自動車登録番号および
車両番号

全角 固定 12 「標板文字（4桁）＋分類番号（3桁）＋カナ文字（1桁）＋一連番号（4桁）」で出力す
る。
●標板文字
　4桁に満たない場合、左詰で4桁に全角ブランクでパディングする。
●分類番号
　3桁に満たない場合、数字ならば左詰で3桁に全角ブランクでパディングする。英字なら
ば、“△Ｃ△”のように中間に英字を出力する。
●一連番号
　4桁に満たない場合、右詰で4桁に全角ブランクでパディングする。

［例１］
　尾張小牧５００や１０００
［例２］
　品川△△５５△や△△９９
［例３］
　習志野△△Ｃ△や９９９９
［例４］
　沖縄△△△△△や△△△５
［例５］
　尾張小牧５ＡＡて１１１５

設定例固定
／
可変

桁数
項番 内容 属性

桁

説明
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凡例　△：全角ブランク　▲：半角ブランク　－：状態無関係

設定例固定
／
可変

桁数
項番 内容 属性

桁

説明

3 標板の枚数・大きさ・
希望番号の識別

半角 固定 1 ナンバープレートの区分を示すコードを設定する。 ［例１］　小板・2枚・ペイント
　A(希望番号の場合)
　1(希望番号以外の場合)
［例２］　大板・2枚・ペイント
　B(希望番号の場合)
　2(希望番号以外の場合)
［例３］　小板・1枚・ペイント
　C(希望番号の場合)
　3(希望番号以外の場合)
［例４］　大板・1枚・ペイント
　D(希望番号の場合)
　4(希望番号以外の場合)
［例５］　小板・2枚・字光
　E(希望番号の場合)
　5(希望番号以外の場合)
［例６］　大板・2枚・字光
　F(希望番号の場合)
　6(希望番号以外の場合)
［例７］　小板・1枚・字光
　G(希望番号の場合)
　7(希望番号以外の場合)
［例８］　大板・1枚・字光
　H(希望番号の場合)
　8(希望番号以外の場合)
［例９］　番号指示キー無し又は転入抹消番
号
　-

小板：乗用車や大型に属さないトラックなど
に取り付けられるナンバープレート
大板：大型のトラックなどに取り付けられる
ナンバープレート

4 車台番号 半角 可変 23 車台番号を設定する。
職権打刻の場合、車台番号の先頭2桁の職権打刻コードを“[”、“]”で括り、設定する。

［例１］
　[41]12345

［例２］
　HGC14-12345
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凡例　△：全角ブランク　▲：半角ブランク　－：状態無関係

設定例固定
／
可変

桁数
項番 内容 属性

桁

説明

5 原動機型式 半角 可変 24 型式を設定する。 ［例１］　改造車の場合
　ABCDEF12345*K
［例２］　試作の場合かつ型式に値が有る場
合
　ABCDEF12345*S
［例３］　試作の場合かつ型式に値が無い場
合
　*SHISAKU
［例４］　組立の場合
　*KUMITATE
［例５］　型式IDコードが不明の場合
　*FUMEI
［例６］　上記以外の場合
　ABCDEF12345

6 帳票種別 半角 固定 1 帳票種別を設定する。 ［例］
　1
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凡例　△：全角ブランク　▲：半角ブランク　－：状態無関係

1 バージョン情報 半角 固定 1 バージョン情報を設定する。 　2

2 車台番号打刻位置 半角 固定 3 車台番号打刻位置コードを設定する。
車台番号打刻位置コードが無い場合、“－”を設定する。

［例１］　車台番号打刻位置コードがあり
　120
［例２］　車台番号打刻位置コードが無し
　-▲▲

3 型式指定番号・類別区
分番号

半角 可変 10 型式車の場合、型式指定番号・類別区分番号を結合して設定する。
一般車の場合、設定しない。
※一般車：型式指定車以外の車の総称

［例］
　123450234

4 半角 固定 6 【対象帳票】
電子自動車検査証（券面）

【編集条件】
“999999”で設定する。・・・[例]

【補足】
継続検査で電子車検証券面を更新しないことから実際の値ではなく、固定値とする。

［例］
　999999

5 半角 固定 6 【対象】
車検証閲覧アプリ（画面表示）

【編集条件】
有効期間の満了する日の西暦下2桁＋月2桁＋日2桁で設定する。・・・[例１]
有効期間の満了する日が未設定又は不明の場合、“999999”で設定する。・・・[例２]

［例１］　2023年1月4日
　230104

［例２］　有効期限満了日が未設定
　999999

6 半角 固定 6 【対象帳票】
自動車検査証記録事項（Ａタイプ）
自動車検査証記録事項（Ｂタイプ）

【編集条件】
有効期間の満了する日の西暦下2桁＋月2桁＋日2桁で設定する。・・・[例１]
有効期間の満了する日が未設定又は不明の場合、“999999”で設定する。・・・[例２]

［例１］　2023年1月4日
　230104

［例２］　有効期限満了日が未設定
　999999

7 初度登録年月 半角 固定 4 西暦下2桁＋月2桁で設定する。

初度登録年月が未設定の場合、“9999”で設定する。

［例１］　2023年1月
　2301

［例２］　初度登録年月が未設定
　9999

設定例固定
／
可変

桁数

有効期間の満了する日

項番 内容 属性

桁

説明
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凡例　△：全角ブランク　▲：半角ブランク　－：状態無関係

設定例固定
／
可変

桁数
項番 内容 属性

桁

説明

8 型式 半角 可変 17 型式を設定する。 ［例１］　改造車の場合
　ABCDEF12345*K
［例２］　試作の場合かつ型式に値が有る場
合
　ABCDEF12345*S
［例３］　試作の場合かつ型式に値が無い場
合
　*SHISAKU
［例４］　組立の場合
　*KUMITATE
［例５］　型式IDコードが不明の場合
　*FUMEI
［例６］　上記以外の場合
　ABCDEF12345

9 軸重（前前） 半角 固定 4 前前軸重を設定する。
前前軸重がゼロの場合、“－”を設定する。
単位：10kg（キログラム）

［例１］
　-▲▲▲
［例２］
　0110

10 軸重（前後） 半角 固定 4 前後軸重を設定する。
前後軸重がゼロの場合、“－”を設定する。
単位：10kg（キログラム）

［例１］
　-▲▲▲
［例２］
　0110

11 軸重（後前） 半角 固定 4 後前軸重を設定する。
後前軸重がゼロの場合、“－”を設定する。
単位：10kg（キログラム）

［例１］
　-▲▲▲
［例２］
　0110

12 軸重（後後） 半角 固定 4 後後軸重を設定する。
後後軸重がゼロの場合、“－”を設定する。
単位：10kg（キログラム）

［例１］
　-▲▲▲
［例２］
　0110



別紙２（二次元コード3） 制定日付：2023.1版
3/5

凡例　△：全角ブランク　▲：半角ブランク　－：状態無関係

設定例固定
／
可変

桁数
項番 内容 属性

桁

説明

13 騒音規制 半角 固定 2 騒音規制の適合区分を示すコードを設定する。
（１）騒音規制区分が平成10年騒音規制適合車のとき　　・・・［例１］
（２）騒音規制区分が平成11年騒音規制適合車のとき　　・・・［例２］
（３）騒音規制区分が平成12年騒音規制適合車のとき　　・・・［例３］
（４）騒音規制区分が平成13年騒音規制適合車のとき　　・・・［例４］
（５）騒音規制区分が平成26年騒音規制適合車のとき　　・・・［例５］
（６）騒音規制区分が平成28年騒音規制適合車のとき　　・・・［例６］
（７）騒音規制区分が騒音規制対象外車のとき　　　　　・・・［例７］

［例１］
　10
［例２］
　11
［例３］
　12
［例４］
　13
［例５］
　26
［例６］
　28
［例７］
　-▲

14 近接排気騒音規制値 半角 固定 3 近接排気騒音規制値を設定する。 ［例１］　近接排気騒音規制値がある場合、
近接排気騒音規制値を設定。
　100
［例２］　車両登録情報の近接排気騒音規制
値がない場合
　-▲▲

15 駆動方式 半角 固定 1 駆動方式を設定する。 ［例１］　全輪駆動車
　1
［例２］　全輪駆動車以外
　2
［例３］　設定値無し
　0
［例４］　一般車
　-
一般車：型式指定車以外の車の総称

16 オパシメータ測定車 半角 固定 1 オパシメータ測定対象車であることを示すコードを設定する。 ［例１］　オパシメータ測定対象車のとき
　1
［例２］　オパシメータ測定対象外車のとき
　0
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凡例　△：全角ブランク　▲：半角ブランク　－：状態無関係

設定例固定
／
可変

桁数
項番 内容 属性

桁

説明

17 NOx・PM測定モード 半角 固定 1 NOx・PM測定モードを設定する。 ［例１］　排出ガス測定モードがある場合
　A
［例２］　排出ガス測定モードが設定されな
い場合
　-

18 NOx値 半角 固定 4 NOx値を設定する。 ［例１］
　1234
［例２］
　-▲▲▲

19 PM値 半角 固定 5 PM値を設定する。 ［例１］
　12345
［例２］
　-▲▲▲▲

20 保安基準適用年月日 半角 固定 6 製作年月日の西暦下2桁＋月2桁＋日2桁で設定する。　・・・［例１］
製作年月日が未設定の場合、“999999”で設定する。　・・・［例２］

［例１］230104
［例２］999999
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凡例　△：全角ブランク　▲：半角ブランク　－：状態無関係

設定例固定
／
可変

桁数
項番 内容 属性

桁

説明

21 燃料の種類コード 半角 固定 2 燃料の種類を示すコードを設定する。 ［例１］　ガソリン
01
［例２］　軽油
02
［例３］　ＬＰＧ
03
［例４］　灯油
04
［例５］　電気
05
［例６］　ガソリン・ＬＰＧ
06
［例７］　ガソリン・灯油
07
［例８］　メタノール
08
［例９］　ＣＮＧ
09
［例１０］　ＬＮＧ
11
［例１１］　ＡＮＧ
12
［例１２］　圧縮水素
13
［例１３］　ガソリン・電気
14
［例１４］　ＬＰＧ・電気
15
［例１５］　軽油・電気
16
［例１６］　その他
99
［例１７］　－
00


